
□指針策定の目的
多様化する市民ニーズに的確に対応し，全体的に調和
のとれた施設整備を効率的に行い，効果的に実現する
ことを目的として策定しました。

□指針の構成
１章「基本理念」と２章「指針策定の目的」で基本的な
考え方を述べ，３章「プログラム」では計画の立案に
ついて，４章「デザイン」では設計における手法につ
いて，５章「マネジメント」では計画・設計の進め方に
ついてまとめました。

□マニュアル策定の目的
千葉市公共建築整備指針の趣旨を実際の施設づくりに
生かすための実践的方策等についてまとめたものであ
り，業務の効率的で効果的な運用を目的とします。

指針に基づく施設整備を確実にするため
に指針とマニュアルは一体となった運用
を行います。
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１章－１
マニュアル策定の目的

１章－２
マニュアルの使い方

２章－１
ニーズの把握や類似施設調査をもとに
基本理念を樹立し，機能・規模・立地等
について検討を行います。

２章－２
施設与条件を整理し，施設条件を設定
します。また，運用までを視野に入れ
たコンセプトを確立します。

３章－１
仕様・性能・空間構成・構造計画・設備
計画など実施設計に必要な事項を確定
します。

３章－２
基本設計の内容の確認と設計条件，性
能に対する仕様を検証します。

５章－２
改修・更新計画の立案と既存施設のス
トックの有効活用を検討します。

５章－１
運用・管理計画の立案と運用後における
施設評価，フィードバックを行います。

４章－１
工事着手から竣工までの記録と設計意
図や目標とする性能などを施工者と共
通認識を持つことが必要です。


